
 平成 29 年度一般社団法人えんがる町観光協会 第 6回理事会 議事録  
 

１．開催日時 平成 29 年 7 月 27 日 15 時 00 分 

２．場  所 木楽館研修室 

        （北海道紋別郡遠軽町南町 3丁目） 

３．出席理事  代表理事 遠藤利秀 

        業務執行理事 伊藤友彦、矢木 優、杉本一幸、中村康男 

理事   益井伸也、岩上孝義、磯貝勝幸、今野政男、橋本政司、秋田 博 

４．欠席理事  理事   髙橋義詔、髙橋泰行、高野道生、柴田和浩、山崎幸治、藤井 勇、田中文章 

５．出席監事  髙橋 久 

６．欠席監事  髙橋秀視 

７．議  長  代表理事 遠藤利秀 

８．事 務 局  事務局長 村上武志、事務局次長 福田比呂子、丸瀬布地域事務担当 工藤敏広、 

        生田原地域事務担当 福田幸雄 

９．議事録作成者  事務局長 村上武志 

10．議事の経過の概要及び議決の結果 

事務局長は出席理事数を確認し本理事会議案が過半数である 7 名以上をもって議決されることを確認して議

事に入った。 

（1）報告 事業経過報告 

議長は、事業経過報告について事務局に報告を求め、事務局長が平成 29 年度のこれまでの主な事業について

報告、及び説明を行った。 

 （2）議案第１号 （仮称）えんがる町民センターについて 

議長は、（仮称）えんがる町民センターについて事務局に説明を求め、事務局長は 7 月 19 日（水）行われた町

民センター建設検討協議会内で町側から発表のあった、えんがる町観光協会と遠軽商工会議所の入所要望に対

する町としての考え方を説明した。また、これまでの当協議会における協議の進捗状況を説明した。 

議長は、これに先だって遠軽町役場総務部長にその真意を確かめてきたことを報告し、7 月 19 日（水）に発

表した町の考え方に間違いないことを説明した。また、当センター建設に向け、検討事項は多々ある為、今後

観光協会としての考え方を示さなければならない場面を想定し、逐一理事会を開催するのではなく、場合によ

っては正副会長会議に一任頂くことになるとの考えを示し、満場一致で承認を得た。 

岩上孝義理事は、議会の常任委員会でも入所団体についての同様の話があったことを述べ、ふぁーらいとに遠

軽商工会議所とえんがる町観光協会が入るのが良いとの意見を出したところ、町は「検討させてほしい」とい

う回答だったことを述べた。 

矢木優業務執行理事は、結果、つまり町の回答を待つしかないとの考えを示した。 

岩上孝義理事から、現在事務局のある木楽館がその後どうなるのかとの発言があった。 

中村康男業務執行理事は、町の農政林務課と話をし、地域拠点施設建設準備室と協議をしながら検討していく

必要があるとの考えを確認したと説明した。 

議長は、今後も町と協議しながら検討していく必要があることを説明し、承認を得た。 

 （3）議案第２号 遠軽ＩＣ道の駅について 

議長は、遠軽ＩＣ道の駅について事務局に内容の説明を求め、事務局長は報告、説明を行った。 

議長は募集に掲載されている給与は町では払えないことから観光協会付となったことを説明し、採用後は現在

の規程では対応出来ない為、新たに規程を作る必要があるとの考えを示した。また、指定管理について、今後、

町と話を詰めていかなければならないと述べた。さらに、事務局スタッフを今年度春より募集しているが、応

募が少ない等の理由から採用に至っていないことに触れ、早急に職員を採用して体制を強化する必要があると

の考えを示した。その上で、今後、より一層観光協会として道の駅事業に関わる必要性があることから、役員

体制を変更する考え方を示した。具体案として、髙橋義詔理事を業務執行理事（副会長）にしたいとの考えを

示した。 

岩上孝義理事は、体育協会副会長との掛け持ちについての懸念を示した。 

矢木優業務執行理事は、どちらも会長ではないので問題ないと説明した上で、遠軽地域において観光協会会長

だけでは大変であり、役員体制も補強する必要があると述べた。また、フォレストパークとの関係についても



関係性を明確にする必要があること、そして、最終的に指定管理を受けるか否かは理事会で決めることになる

との考えをあらためて示した。 

議長は、遠軽ＩＣ道の駅事業についても正副会長会議に一任してほしい場面が、今後多々出てくることを説明

し、役員体制の変更と共に理解を求め、共に満場一致で承認を得た。 

矢木優業務執行理事は、今後この件に関しては遠藤利秀会長と髙橋義詔理事を中心に協議をする必要があると

の考えを示した。 

（4）その他 

①議長は、高野道生理事からの辞任届を受理したことを報告した上で、後任の理事については丸瀬布地域委員

会において理事候補者の人選をして頂くことをお願いしたい考えを示した。 

伊藤友彦業務執行理事は、翌年度の通常総会に間に合うように人選すると述べた。 

②事務局長より、各地域における平成 30 年度の事業計画、事業予算を 10 月 10 日（火）までに事務局に提出

してほしいと要望した。さらに、次回の理事会を 10 月下旬に開催したい考えを示し、承認を得た。 

③事務局長は、本理事会より、今年度の総会において承認された費用弁償について規程に従って支払う準備が

出来ていることを報告した。 
 
以上をもって発議、意見開陳は無しと認められたので、議長は議事を終了した旨を述べ、16：20 に閉会した。 
 

以上の決議を明確にする為この議事録を作成し議長及び議事録署名人がこれに記名押印する。 
 

平成 29 年 7月 27 日 
平成 29 年度 一般社団法人えんがる町観光協会 第 6回理事会 

 
 
            議長 会長（代表理事）    渡 邊  博 行     印 
 
 
 
      監事      高 槁  秀 視     印 
 
 
 
      監事         高 槁    久     印 
                            原本には記名・捺印あり 


